
導入事例

セキュアSD-WANでインターネットブレイクアウトを実践、 
クラウド時代も見据えて更新を進める新ネットワークに
FortiGateを活用

トヨタ自動車の情報子会社3社が統合して誕生したトヨタシステムズでは、社内ネットワーク網の再整備を進めるに当

たって、単なる置き換えではなく、新たなチャレンジとしてSD-WANを活用したインターネットブレイクアウトの採用

を検討。コスト、機能、そしてサポート面を評価し「FortiGate」を採用した。

3社統合にともなう 
ネットワーク構成の簡素化と 
クラウド対応が課題に

トヨタシステムズ発足に当たっては、

トヨタコミュニケーションシステム、

トヨタデジタルクルーズ、トヨタケー

ラムの3社がそれぞれ運用してきた

データセンターを接続し、「1つのネッ

トワーク」として通信できるように

なっていた。

しかし、「ただ3社のLANを接続して

互いが通信できるようにして終わる

のではなく、耐障害性や品質をさら

に向上させつつ、構成をシンプルに

し、会社として統一したネットワーク

ポリシーの下に更新していく必要が

あると考えていました」（トヨタシス

テムズ 第2サーバー・ネットワーク

SE部 SE1G 主任 伊藤 洋輔氏）

IT環境の変化に伴い、もう1つの課題

にも直面していた。「以前から少しず

2019年1月にトヨタ自動車の情報子

会社3社が統合して誕生したトヨタシ

ステムズは、自動車に関する包括的

なITソリューションを通してオールト

ヨタの業務を支え、来たるべきモビリ

ティ社会の実現に取り組んでいる。

その中で第2サーバー・ネットワーク

SE部は、設計や生産、販売といった

クルマにまつわるあらゆる業務を円

滑に行えるよう、トヨタグループのIT

インフラやネットワークの構築業務

を担ってきた。そして3社統合に伴

い、個別に構築してきたITインフラ

もまた統合を検討することになった

際、「社内LANも1つのユーザー」と

いう考え方に基づいて、これまで蓄

積してきたネットワーク構築のノウ

ハウを生かし、SD-WAN（Software 

Defined-WAN）を視野に入れた新

たなネットワーク作りに取り組むこと

になった。
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導入・構築のポイント 
（1）�増加の一途をたどるインターネットやクラウドトラフィックの対応に 

SD-WANによるインターネットブレイクアウト活用を検討 

（2）�統合ネットワークのルーティング処理にFortiGateを採用し、 
将来的にはセキュリティ機能を生かしたセキュアSD-WANを視野に

（3）�フォーティネットジャパンのサポート体制と連携しながら、 
トヨタグループへのサービス展開も検討 



つ、Microsoft 365をはじめとする

クラウドベースのアプリケーション

が増えていました。さらに、昨今の

新型コロナウイルスの影響もあって、

Teamsなどを利用してテレビ会議な

ども頻繁に実施するようになってい

ます。今後、インターネットやクラ

ウドへのトラフィックがますます増え

ていくのは目に見えている状況でし

た」（トヨタシステムズ 第2サーバー・

ネットワークSE部 SE1G GM 渡辺 

晴樹氏）

社員の一部はVDIやRDPを利用して

リモートワークを実施していること

もあり、ネットワークの遅延が業務

に影響を与える事態は避けなければ

ならない。最もシンプルな解決策は

インターネット回線の増速だが、対

応するまでには時間がかかる上に、

アプリケーション利用がどんどん増

加する中ではいくら増強しても限界

があるという懸念があった。

だが、クラウド化の波は避けては通

れない。トヨタシステムズ インフラ

事業本部 副本部長の寺澤 知昭氏は

「正直に言うと、製造業は世の中に比

べて動きが遅いと危機感を抱いてい

ます。これまでずっとオンプレミス

環境を前提にしたソリューションに

注力してきましたが、徐々にクラウ

ドサービスを使う風潮が広がってき

ました。そこをどううまくつないでい

くか、考えていくことが重要だと考

えています」と述べた。

価格、機能、そして国内の 
対応体制が決め手、
FortiGateによる 
SD-WANを採用

そこでトヨタシステムズが着目した

のが、SD-WANを活用したインター

ネットブレイクアウトという選択肢

だ。第一ステップとして相互に接続

した旧3社のネットワーク構成を見

直してシンプルにするとともに、単

一障害点をなくして冗長性を高めた。

そしてSD-WAN導入を視野に入れ、

ルータを「FortiGate 1100E」に入

れ替えることにした。

「トヨタグループに最適なITソリュー

ションを提供するという役割を踏ま

え、新たな取り組みにチャレンジし

ようというトップの意向もあり、SD-

WANに目を付けました」とトヨタシ

ステムズ 第2サーバー・ネットワー

クSE部 部長の西川 敏郎氏は振り

返った。

IT技術は日進月歩で進化しており、

SD-WANも例外ではない。トヨタシ

ステムズではさまざまなベンダーの

選択肢を調査したが、「価格が安いだ

けでなく機能面が充実していること

を評価し、FortiGateを試してみよう

と判断しました。グローバルで高い

評価を得ていることも判断材料の1つ

になりました」（西川氏）

もう1つ、採用の大きな決め手となっ

たのはフォーティネットジャパンの

対応だ。「われわれがパートナーを

選ぶ上で一番大事にしていることは、

実はプロダクトではありません。も

ちろんそれも大事ですが、プロダク

トを支える体制や人たちが、不具合

への対応やわれわれの新たな要望に

対してどこまで応えてくれるかが大

事だと思っています」（寺澤氏）

徐々に機器入れ替えを進め、
2020年度中にSD-WANの
利用を開始

こうしてトヨタシステムズでは拠点

統合とネットワーク機器更改のタイ

ミングに合わせ、2019年度末から

徐々に既存のルータからFortiGate 

1100Eへの入れ替えを進め、すでに

6拠点で稼働を開始した。最終的には

11拠点すべてにおいて、FortiGate
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でルーティングを処理する予定だ。

「従来はコマンドラインインターフェ

イスを使って設定、運用を行ってい

ました。FortiGateでも一部コマン

ドラインを使って細かな設定を行っ

ていますが、GUIの使い勝手もよく、

違和感なく使えています」（伊藤氏）

2021年3月までに、まず1拠点で

SD-WANの導入を開始し、インター

ネットブレイクアウトの効果を測定

する計画だ。満足いく効果が得られ

れば他の拠点にもSD-WANを展開し

ていくという。

さらに、FortiGateが備えるセキュ

リティ機能の活用も視野に入れてい

る。「インターネットブレイクアウト

を導入すると拠点にインターネット

接続が新設されます。インターネッ

ト接続にはセキュリティ対策が必須

になりますが、FortiGateであればセ

キュリティも担保しつつSD-WANを

実現でき、いわゆる『セキュアSD-

WAN』が実現できることもポイント

だと思っています」（伊藤氏）

効果を踏まえ、オールトヨタへの 
セキュアなSD-WANサービス 
提供も視野に

まずはトヨタシステムズ内でSD-

WANを使いこなし、ノウハウを蓄積

しながら「社内LANも1つのユーザー

という考え方で、安定してネットワー

クが使える環境を整え、社員がより

業務をやりやすくなるようにしてい

きたいと思っています」（伊藤氏）

その経験を踏まえ、将来的には、ト

ヨタグループに対してSD-WANを

サービスとして提供することも意識

している。

「皆さんの悩みは共通です。私が担当

しているトヨタグループの会社から

も、『新型コロナウイルスの影響で在

宅勤務が広がり、インターネットの

使用率が上がっているため、何とか

できないだろうか』といった相談を

いただくことがあります。そこにSD-

WANによるインターネットブレイク

アウトという解決策を提案できれば

と考えています」（渡辺氏）

社内でしっかり評価・検証した上

で効果のあるソリューションを提供

し、オールトヨタを支えていくことを

ミッションとしてきたトヨタシステム

ズ。今後も「フォーティネットにサ

ポートしてもらいながら、サービス

部隊とともにサービス化について検

討し、運用面の効率化、コスト最適

化に取り組みつつ、高機能で効果の

出る提案をお客様に行っていきたい

と考えています」（西川氏）

左から、西川氏・渡辺氏・伊藤氏
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